
年間授業計画様式例

中野工業高等学校令和５年度　教科 工業 科目 実習　年間授業計画

教　　　科： 工業　 科目： 実習　　単位数：　４単位

対象学年組： 第３学年Ｃ１組　　

教科担当者：田山　拓、桒島　秀介、坂井　雅美

使用教科書：（　新版　工業化学実習1　）実教出版

使用教材  ：（　自作自習書　　　）

指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・溶液のｐH測定
・熱によって起こるグルテンの形成阻害

・いろいろな水溶液のｐHを測定し、性質について理解する。
・小麦のタンパク質の性質について学ぶ。

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

・レポート
・観察

12

・エタン・エチレン・アセチレンの性質について学ぶ。
・アルコールからアルデヒドの精製の仕方などについて学ぶ。
・銀鏡反応について理解させる。
・酢酸とエチルアルコールの蒸留、精製について学ぶ。

４
月

・脂肪族炭化水素の性質
・アルコールとアルデヒドの性質
・カルボン酸とエステル

・走査型電子顕微鏡の原理を理解させる。
・走査型電子顕微鏡を用いて試料の表面観察を行う。
・高速液体クロマトグラフィーによりコーヒーのカフェインの量を測定する。

・走査型電子顕微鏡
・コーヒーのカフェインの定量



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・廃材で染色
・リサイクル実験

・リサイクルの観点を踏まえ染色技術について学ぶ。
・再利用の方法について学ぶ。

・味覚センサーによる食品が持つ五味の値の
数値化
・糖の定量分析

・味覚センサーの原理を理解させる。
・糖を分光光度計を用いて測定する。

５
月

・脂肪族炭化水素の性質
・アルコールとアルデヒドの性質

・エタン・エチレン・アセチレンの性質について学ぶ。
・アルコールからアルデヒドの精製の仕方などについて学ぶ。
・銀鏡反応について理解させる。

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

16

・レポート
・観察



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

６
月

16
クラスを３班に展開し、機器分析実習、
分析実習、有機化学実習ノ３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回

・レポート
・観察

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・レポート
・観察７

月

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

10
クラスを３班に展開し、機器分析実習、
分析実習、有機化学実習ノ３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・レポート
・観察

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

９
月

クラスを３班に展開し、機器分析実習、
分析実習、有機化学実習ノ３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回

16



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・レポート
・観察クラスを３班に展開し、機器分析実習、

分析実習、有機化学実習の３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回

月

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

16
10



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・レポート
・観察

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

月
クラスを３班に展開し、機器分析実習、
分析実習、有機化学実習の３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回

16
11



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・レポート
・観察

14

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

月
クラスを３班に展開し、機器分析実習、
有機化学実習、食品化学実習の３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回

12



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

16

・レポート
・観察

クラスを３班に展開し、機器分析実習、
有機化学実習、食品化学実習の３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回

１
月



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・レポート
・観察

※その他、出欠状況や授業態
度、実習の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

クラスを３班に展開し、機器分析実習、
有機化学実習、食品化学実習ノ３テーマを
年間でローテーションを行う。

オリエンテーション　　　１回
第１ローテーション　　１２回
第２ローテーション　　１２回
第３ローテーション　　１２回

8
２
月



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月


